




















当社のコーポレート・ガバナンス体制の模式図は以下のとおりであります。

会社情報の適時開示の流れ

当社では適時開示に際しては、管理本部を窓口とし、以下の体制により対応しております。
１．適時開示の担当部署

 当社および当子会社に関し、適時開示の対象となる会社情報の集約・管理は、管理本部長が行います。

２．適時開示の要否判定
 集約された会社情報に関し、社内(代表取締役、取締役会、経営会議など)にて検討するとともに、必要に応じ㈱東京証券取引所
との事前相談のうえ、開示の要否を判定します。

３．㈱東京証券取引所等への適時開示
 情報開示担当役員は、①決算情報および②決定事実については代表取締役へ報告し、取締役会承認後遅滞なく
適時開示を行います。
 ③発生事実については代表取締役の指揮のもと、発生後遅滞なく適時開示を行います。
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　 ②決定事実
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